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〈 概要 〉　筆者は 1994年4月 に
‘’HyperCard 　Lessons ”

（ハ イパ ー カ ー ドレ ッ ス ン ） と い

う ス タ ッ ク ウ エ ア
ー をCD −ROM で 開発 した 。

こ れ は 『ハ イパ ー
フ ラ ン ス 革命蠡で始

ま っ た筆者の 教材 開発 が 、　 『ハ イパ ー科学館』、　『MacBASIC 』 とい う教材 開発 を経

て 、 HyperCard を本格的に学習 教材 と して 定着させ よ うとい う試 み に まで 到達 した 結果

で あ る 。 そ の 意味 で 、筆者 に と っ て マ ル チ メ デ ィ ア 教材 開発 に つ い て の 一種の 総 決算

と も言え る ソ フ トウ エ ア
ーで あ る 。

＜ キ ーワ ー ド＞ 　HyperCard マ ル チ メ デ ィ ア 敏材 開発 言語教育　CAI 　 BASIC

　　1．　 『ハ イ パ ー
フ ラ ン ス IEII1：命』

　 フ ラ ン ス ，ib」1：命20｛｝周年 bi

’
Lt念 の 1989 年、筆 者 は

「 ．
般 教 育澁 習 」 と い う 科 凵 で 「フ ラ ン ス 草

命」 をテ ーマ に 取 り ヒげ 、 200年前の
F
亅‘件の 今

・irl

に お け る 意 味 を学生 と　
・
糸者に 考え た 。 　『ハ イ

ハ
ー

フ ラ ン ス JIL：命』 と名付け た HyperCard ス タ ッ

クは 、こ の 演習 科 llの 成果 と して 誕生 し た もの

で あ る 。 製作に 当た っ て は 、マ ッ キ ン トッ シ ュ

の ハ イパ ーカ ー
ドの 内在的な能力を フ ル に 引 き

∫ハ イ バ ．一
フ 馬冫 ス ・｝t

’
命ノ の

一
狡 の カ

ー A”

だす こ とを冂指 した 。 グ ラ フ ィ ッ ク （絵や写真

や ビ デ オ） と サ ウ ン ド （シ ャ ン ソ ン や効果 竒〉

と テ キ ス ト （嘱件や 社会の 動 き に つ い て の 解

説） を素材に して、フ ラ ン ス 革命 の 展開 の 通時

的追跡 を軸に 、重要 人物 の 紹 介、資料 、 統計 、

そ の 他、当時 の シ ャ ン ソ ン まで 織 り混ぜ て 、 体

験的に理解で き る よ う に と考えた 。

　 フ ラ ン ス 革命を 玉ン：体的に把握するため に 、
ス

タ ッ ク 全体 を 4 つ の 部分に 分け 、 そ れ ぞ れ 、

ユ）年代史 、 2 ）登場人物 、 3 ＞資料 、 4 ）

シ ャ ン ソ ン と した 。 編年構成 の 年代史 を軸に、

革命の 登場人物を絡 ませ 、年代記をはみ出す資

料を別に まとめ
、 最後に 革命当時 の は や り歌 を

収録 した 。 結局 、ス タ ッ ク は 全部 で 3 ， 5 メ ガ

ほどに膨 れ tlが っ た の で ある 。

　 こ の ス タ ッ ク は 狸 年 の ア ッ プ ル コ ン ピ ュ
ー・

タ

の 第2回 ス タ ッ ．ク ウ エ ア コ ン テ ス トで グ ラ ン プ リ

を獲得 した 。

　 2．『ノ、 イノ t一科一学：館』

　 1991年の 秋か ら、筆者は 名宀
’
屋 市科学館の 糸蓑

営係 の 依頼 で 科学 の 博物館 とい う素材 をマ ル チ
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メ デ で ア で 見 せ る こ と に 取 りか か っ た。　「ハ イ

ハ
ー一

科学館」 は
1

／1
　
111
』
屋 市科学：館を紹 介す る ため

の ハ イハ
ーカ ー

ドス タ ッ ク で あ る が、そ もそも

網作 の 動 機とな v た の は、7 ：
　
［
Ei』
屋 市科

．’聖1∫；館 の 経

営係 の 業務 の 必 焚性か らで あ る 。 それ は 、滓迪

疹え ら れ るよ う な、科
一
学館 の 展示物そ の もの の

プ レゼ ン テ
ー

シ ョ ン の 躯要性 よ りは 、現代 の イ

ベ ン トホ
．一

ル に 丿し通 の マ ネージ メ ン トサ イ ドの

問題 、
つ ま り臨時 案内 裳務 の 方 々 の 職 員教育、

あ る い は 杜員研 修と い っ た深刻なマ ネ…ジ メ ン

トの 悶 題 が あるか ら だ。

　 実は 、名占屋 市の 科学館 に 限 らず、博物館 、

）隻術館 、イベ ン トホ ール 、そ の 他、現在、集客

環境の 拡 大 しつ つ あ る 時代に あ っ て 、そ の イベ

ン ト会場 の 11
醒
〔感的把握 をど う い う手段で 行 う か

が 、極 め て 深刻 な問題 に な っ て い る と i　1
’
　〈） て い

い か らだ 。

　 さ ら に 、名 1  屋 ll∫科学 重ボ1の 小学校 、中学校 の

生 徒の 人 館 者の た め に、引率 の 教 凵の ド見 に も

使川す 7“ ，，そ の た め に は 、全部の 建物の 展示物

の 内容 を くまな く提示す る 必要があ り （展覧的

網 羅性 ｝ 、と同時 に、限 りσ）あ る時闘 の な か で

有効 に 観覧す る ，1
’
1’vルliを 立て る ため に 、 重要な 展

’」こ物や イベ ン トを か い つ ま ん で ピッ ク ア ッ プ す

る 必 奥 もあ る ｛費点 の 把握 ）、， そ う し た 矛盾 し

た 2 つ の 繋求に 答え る こ とが 甲：安 な 責務 だ っ

た 。
こ う した 観点か ら 『ハ イパ ー

科学館 』は作

ら れた もの で あ る 。 名占屋 市科’i‘：館の エ ン トラ

ン ス に 設 置 さ れ た 『ハ イ パ
ー

手」レ学館 』 は 、こ う

した種類 の イベ ン ト会場 の プ レ ゼ ン テ
ー

シ u ン

ツ
ール と して あ る種 の モ デ ル に な る と思 わ れ．

る e

環境 ・あすの 地球

灘
h

驫
あ

嗣

■
離

麗

◎
圓
磐

国
鐙

Xハ イ パ ー甜学餅ノの
．
孜
’
の カー 5

’
1
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　 3．『MacBASIC 』

　 竿i者 自身を含め て 4 人 の 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト

チ t・一
ム で 、1993年2月 に HyperCard を利用 し て

BASIC をマ ッ キ ン ト ッ シ こL　Lで 実現す るCAI ソ フ

トウ エ ア
ー 『MacBASIC 』 を作る こ と に成功 し

た 。 「情 撮基礎」 の 教科 ，
！｝

：は コ ン ピュ
ータ Fl語

の 見 本 と し て BASIC を選 ん で い る 。 確 か に 、か

つ て BASIC は 初 心 者
’
に と っ て の 唯

・
の コ ン

ピ ュ
ータ 1畫語 で あ っ た た め に 、巾学 生 に コ ン

ピュ
ー

タ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ を教 え る に は 格好 の

人門 プ ロ グ ラ ム で あ る こ と は 事実 で あ ろ う。 し

か し、今 日で は コ ン ピ ュ
ータ 1：1語の 選択は コ ン

ピ ュ
ータ に何を させ る か に よ ッ て 決 定 され る も

の で 、決 し て
．．

義的 な も の で は な い 。 コ ン

ピ ュ
ータ の OS がBASIC で 陛か れ て い るわけ で も

な い 以 ．ヒ、BASIc はた ん な る実例に 過ぎない と

い う点 を強調 しな くて は な らな い
。 し た が っ

て、　「情 報基礎」 が プ ロ グ ラ ミ ン グ t
・・室語と し て

BASIC を選ん だ の は 、た ん に コ ン ピ ュ
ー

タの 働

き を知 るため の 選択 だ と考え る の が 妥当 で あ

る Q

　 わ れ わ れ は
、 BASIC を使 っ て BASIC をそ の ま

ま 教 え る こ とが教 師 に と っ て も生徒に と っ て も

　「教 育的」 で あ る とは 考え な か っ た 。わ れ わ れ

は 、コ ン ピュ
ータ に 命令 し て 結呆 を得る と い う

プ ロ グ ラ ミ ン グ の 構造 を、視覚的に 、 あ る い は

別 の 菖葉で 言 う と オ ブ ジ ェ ク ト ・オ リ エ ン

テ ィ ッ ドなか た ちで
’
教えた い と考え た 。 そ の た

め に 、i．iyperCard を使 っ て 、　 HyperTalkで BASIC

の コ マ ン ドを受け て コ ン パ イル す る とい う囮 り

くど い 方法 をと っ た の で あ る 。 そ の こ と に よ っ

て 、オ ブ ジ ェ ク ト指向 の プ ロ グ ラ ミ ン グ の ii∫能

牲 に 道 を開 くこ とが で きる の で は な い か と 考え

たか らで あ る。

　 われわ れ が MacBASIC と命名 した プ ロ グ ラ ム

で 実現 した か っ た こ と は 、　「情 報基礎」の な か

の 「プ ロ グ ラ ム の 作成」ある い は 「プ ロ グ ラ ム

の 活用 亅 とい う項 口 に則 っ て 、コ ン ピ ュ
ー

タ ・
’
プ ロ グ ラ ミ ン グ の 基本構造を中学生 に わ か りゃ

す く教え る こ とで あ る 。 MacBAStc は HyperCard

とい う優れた ア プ リ ケーシ ョ ン を使 っ て作 られ

て い る 。 HyperCard は 、そ れ 自体 が HyperTalkと
い う プ ロ グ ラ ミ ン グ 言語 を もっ て い る た め 、

MacBASIC は
、
　 HyperTu］kとい うプ ロ グ ラ ミ ン グ

躇語 に よ り て BAS 匪C と い うプ ロ グ ラ ミ ン グ 欝語
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を教 え る とい う、い わ ば 教 育実験 を試み て い る

わ け で あ る eHyperCard は こ こ で は ・種の メ タ ll

I沿の 役割 を演 じ て い る と い え る 。 MacBASIC に

よ っ て 、生徒はBASIC か らHypcrTalk とい うよ り

フ レ ク シ ブ ル な 、諸 1へ 無 ∫lilな く人 る こ とが で き

る だ ろ う．t．t 生徒 た ちが 、プ ロ グ ラ ミ ン グの 楽 し

さ に ll覚め 、 ハ イ ハ ーカ ー ドに 収 iJ組む楽 しさ

を自覚す る こ と、そ れ が われわれ の 11的 で あ っ

！こ ．

M 濯 BA ∫’C で プ ロ グ ラ ム を打 ち込 ん で い る Jitiiint

　 こ の ソ フ トは 、マ ッ キ ン ト ッ シ ュ を利川す る

情 撞科学の 基 礎教育 に な くて は な らな い ll 語教

育 ソ フ トで あ る とい う確信があ る。しか し、こ

の ソ フ トの コ ン セ プ ト を考
’
え た 筆者白身、こ の

ソ フ トの iljj」作は、　 HyperCardと い うコ ン ビ こ L 一タ

，1語 の
・
面 しか示 さな い 、　

・種の 必 要悪の よ う

な もの だ とい う思 い が あ っ た こ と も 否定 で き な

い o

　
“HyperCard 　Lessol】s“（ハ イ パ ーカ

ー
ドレ ッ ス

〉 ） と い う教材
．
を IILに 出 す こ とに よっ て 、筆者

は 『M 麗 BASIC 』 と い う ソ フ ト と　
・
対 の

HyperCard 教材を完 ｝戎した とい う満足感 を味 わ う

こ とが で きた の で あ る 。

　　4．rHypel・Cavd　Less・ns』

　筆：者
1
は igり4 年 4Jj に

h

｝
．SyperCard　Lessons”を

CD −ROM で 発売 した 。　 HyperCard の よ うな オ ブ

シ
’
．1［ ク トを もつ コ ン ビ こ L

一
タ ，i

．
語の 学習 プ rコ グ

ラ ム 1ま決 して 紲 み zZ て やすい もの で は な い 。 し

か し、ItypevCatdに も学 轡者 に無理 な く教 え る こ

とが で きる 標 il舶 9な 順序 をう ちた て る 必 要があ

る ボ
IHype

邑℃ al
・d　Lessons

”
が 目 指 した の は そ っ い っ

教材で あ る。

　llypet・Card　Lesso 鵬 の 1偉成 は次 の よう に な っ て

い る 。
・

　 レ ッ ス ン は 12の レ ッ ス ン と 6 つ の プ ラ ク テ ィ

ス で で きて い る 。

　 イン トロ ダ ク シ ョ ン

　HyperCard の 基礎

　◆新規 ス タ ッ クの 作 り丿∫に つ い て
一

小手調べ

　
一 Le∬ on 　1　 マ ウス で 絵 を描 こ う

　
’− Le∬ on 　2　 ボ タ ン の 役割

　
一 Lesson　3 　 ブ イ

ー
ル ドの 役割

　 ★ Practice　l 絵葉 匡｝i・を描 こ う→ こ の 練習 は

カー ドを絵葉占二に み た て て絵を描 く

　
一 Lesson　4 　メ ッ セ

ー
ジボ ッ ク ス

　
ー

　Lessen　5　 ボ タ ン の ス ク リ プ ト

　 ★ Practice　2 　ボ タ ン や カ ード を 使 っ た ア ニ

メ
ー

シ ョ ン ・ス タ ッ ク

　
ー Lesson　6　 ブ イ

ー
ル ドの テ ク ニ ッ ク

　 ★ Practice　3 　文 llトキ ャ ビ ネ ッ ト
．一・文 、彗を格納

する ス タ ッ ク

　
ー Lesson　7 　→厂ウ ン ド

　 ★ Practice　4 　デ
ータベ ー

ス 作 り一デ
ータ ベ ー

ス を作る ス タ ッ ク

　
ー Lesson　8 　カ ラ

ーp互CT

　
− Lesson 　9　 @1 丿

ソ
ー

　★ Practice 　 5 　Colorizing
　HyperCard を 使 っ

カ ラ ー の ス タック

作
る

　一Lesson 　Io 　Quick

me 　★Practice 　6　QuickTime の スタッ

を 作
る 　一 Lesson 　 1 盒 　ス タ ッ ク ・

ク
リ

プト 　ー
Lesson 　 12 　 コ マ ン ド と フ

ン ク シ ョ ン 　 こ こで は、 時 問 の 制約も あ

た め 、 学 習 マ ニ ュアルのなかから「 Lesson ・ 9
ソ ースと

は
な に か？ 」の ・

部

けを引川したい。
Lesson

　 9

ソースとは なにか ？ 　 HyperCard の り ソ

ス の 種 類 はア イ コ ン
、 カ ー ソル、ピク チャ

、サウンド 、 XCMD 、 ×FND で す。そ の な

でXCMD
、
　XFND は Hyper’「alk 以 外の 言 語、　

scal や C と い っ た 言語 で 書 か れ た 外 部

マン ド 、外部ファン クション で す。 XCMD 、 　 X

D は『 ハイ パー カ ー ド レッ ス ン 』 の 範 囲 を

えて い ま す から、 ここで は 取 り 扱いません。しかし

た と えばHyperCard 自身 にも Picture

どの
X

D が内
蔵
され て い ま す 。 23 一 N 工 工 一
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つ ま り 、HyperCard の 限界 を超 えた プ ロ グ ラ ミ

ン グ を お こ な い た い と考 え る ユ ーザ ー
に と っ

て、PascalやC とい っ た言語 で書 い たプロ グラ ム

を実行 する パ ス をは じめ か ら予定 し て い た とい

う意味で 、HyperCard が い か に 拡 張性 の 高 い プ

ロ グラ ム で あ る か が よ くわ か り ま す 。

　 ◆サ ウ ン ド ・リ ソ ース

　 サ ウ ン ド・リ ソ
ー

ス の 作 り方 は、audio ス タ ッ

ク を利用する こ とが も っ とも簡単で す 。 audio ス

タ ッ ク を 利用 す れ ば マ イ ク か ら直接音声入力 を

し、Save すればそれを自分の ス タ ッ ク に サ ウン

ド ・リ ソ
ー

ス と して保存す る こ とが で き ま す 。

ま た、Editを使 えば入力 したサウ ン ドの編集 もで

き ま す 。

　 ◆カ ーソ ル 変更

　 マ ッ キ ン トッ シ ュ の 標準 カ ーソ ル は 1ビーム 〈

tbeam ＞ 、十字 〈 cross ＞ 、プ ラ ス ＜ plus＞ 、 時

計 〈 watch ＞、手〈 hand ＞、矢印〈 arrow ＞ 、ビ

ジ
ー＜ busy＞ 、な しく none ＞ があ り ます 。 下 の

絵 で は 〈 none ＞ の か わ り に く 蛙 〉 に な っ て い ま

す 。

　 カ
ー

ソ ル 変更 は簡単で は あ り ませ ん 。その 右

に あ る ResEditと い うア プ リ ケ
ーシ ョ ン を使 っ て

シ ス テ ム の リ ソ
ー

ス を書き変え る必要が あ る か

らです。ResEditは マ ッ キ ン トッ シュ の ユ
ー

ザ
ー

に と っ て 不可 欠の もの で すが 、そ の 取扱に は十

分注意 して くだ さい 。

　 ◆ピ ク チ ャ
ー ・

リ ソ
ー

ス

　 カ ラ ーの ピ ク チ ャ
ー

を表示 し た い 場合 、す で

に 説明 し た よ うな HyperCard に 内蔵の Pictureコ

マ ン ドを使 っ て ピク チ ャ
ー

を フ ァ イ ル の まま で

利用 する方法 が あ り ます 。 し か し、それ以外 に

も リ ソ
ー

ス と し て ス タ ッ ク に 組 み 込 ん で

Coiorizing　HyperCardの ようなXCMD を使 っ て表

示 す る方 法 が あ りま す。と こ ろ で 、カ ラ
ーの

P℃ Tは ペ イ ン ト系の ソ フ トなら何で も描 け ま す

が 、通 常 は PIC ↑ フ ァ イ ル に な り ま す 。

Photoshop は直接 PIC丁リ ソース と し て保存 し ま

す の で、Pho 喧oshop を使 っ て リソ
ー

ス に して、

リ ソ
ー

ス ム ーバ ーで ス タ ッ ク の リ ソ
ー

ス に 組 み

込 む こ とが で き ま す 。

　 こ の カ
ー

ドの ス クリプ トに は 次 の ス ク リプ ト

が書 い て あ り ま す 。

　 On 　opencard

　 lock　SC 「een

　 coiorizeHC
”

new
’

∵
’

cap
’

∵
’250，100”
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　 unlock 　screen

　 End 　openCard

　 on 　closeCard

　 lock　soreen

　 colorizeHC 　
llErase ”

　　if　the　result 　is　not 　empty 　then　answer 　the

result

　 unlock 　screen

　 end 　ctoseCard

　 colorizeHC
”

new
”

とcoiorizeHC
”Erase”

で表示

と消去 が で きるの で す。

　 ◆ア イ コ ン ・リ ソ
ー

ス とア イ コ ンの 作 り方

　 ア イ コ ン リソ
ー

ス を新 しく作る ため に は 、編

集 メ ニ n
一の 一

番下 に あ る ア イ コ ン 編集ツ ール

を使 い ます 。

　 こ の カー
ドの 「ア イ コ ン 編集」の ボ タ ン も同

じこ とが で き ま す 。 ア イ ユ ン 編集 は 難 し くあ り

ま せ ん 。まず、ビ ッ トマ ッ プの 絵 を準備 し て お

き ま す 。 ア イ コ ン 編 集 メ ニ
ュ

ー
か ら 「切 り 取

り」 を選択 し て切 り 取 り た い 絵 の 上 で クリ ッ ク

します。する と、ア イ コ ン の 絵の 原形 と し て 取

り 込 ま れま す 。 そ れ か ら 「特 殊機能 」の テ ク

ニ ッ ク を利用 して 好 きな ア イ コ ン に仕上 げて く

だ さい 。

　 次の カ ー
ドは 左 の 大 きな絵 を22の ア イ コ ン に

し た もの です 。 大きな絵 で もア イ コ ン に す る こ

とが で きます 。

　 ◆ リ ソ
ー

ス ム
ー

バ ー

　 HyperCard2 ．0の フ ル セ ッ トの な か に Power

Toolsとい うス タ ッ クがあ ります。 これは、非常

に 強 力なユ ーテ ィ リ テ ィ
ー

で す が 、その な か に

リ ソ
ー

ス ム ーバ ーと い う カ ードがあ り ま す 。

　 リ ソ
ー

ス ム ーバ ー
を使 えば 、 ス タ ッ ク間で リ

ソ
ー

ス を コ ピ
ー

した り、削除 し た り 、リ ソ
ー

ス

の 名前や ID 番号を変えた り で きます。また
｝’
snd

”
（サウ ン ド）リ ソ

ース を再生したり、ア イ コ ン

や カ ーソ ル や ピ ク チ ュ ア の リ ソ
ース を表示 し た

鹽
りもで きます。

　
”HyperCard　Lessons”は 初心者か ら 開発 レ ベ ル

ま で 無理．な く順序 よ く教 え る 教材 と して 位置 付

け られ て い る 。 こ の 教材 はHyperCard の 学習 の ス

タ ン ダ ードを 1
’
1指 した もの で あ る が 、そ れ に 成

功 した か ど うか は もち ろ ん ユ
ーザ ー

の 率直な感

想に待た な くて は な ら な い
。
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